
① 学校名

② 大学等の設置者 ③ 設置形態

④ 所在地

⑤ 申請するプログラム名称

⑥ プログラムの開設年度 年度 ⑦応用基礎レベルの申請の有無 有

⑧ 教員数 人 人

⑨ プログラムの授業を教えている教員数 人

⑩ 全学部・学科の入学定員 人

⑪ 全学部・学科の学生数（学年別） 総数 人

１年次 人 人

３年次 人 人

５年次 人 人

⑫ プログラムの運営責任者

⑬ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

⑭ プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

⑮ 申請する認定プログラム

連絡先

所属部署名 担当者名

E-mail 電話番号miya-mds@of.miyazaki-u.ac.jp 0985-58-7132

４年次

大場　由利

1,143

学生支援部　基礎教育支援課

（責任者名） 部会長（教育学部　教授）秋山　博臣 （役職名）

（責任者名） 新地　辰朗

1,099

（役職名）

認定教育プログラムと認定教育プログラム+（プラス）

理事（教育・学生担当　副学長）

様式１

（常勤）

宮崎県宮崎市学園木花台西1丁目1

221

宮崎大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）　申請様式

729 （非常勤）

宮崎大学データサイエンス・AI教育プログラム(リテラシー)

国立大学国立大学法人宮崎大学

令和３

理事（教育・学生担当　副学長）

宮崎大学数理・データサイエンス部会

宮崎大学教育質保証・向上委員会

６年次 136

57

4,644

２年次

（責任者名） 新地　辰朗 （役職名）

126

1,0671,073

1,035



①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

開講状況開講状況

全学開講

授業科目

データサイエンス入門

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得る
もの」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

　基礎教育科目の全学必修科目である「情報・数量スキル（1年前学期，2単位）」、および選択科目の「データサイエンス入門（1年後学期、2単
位）」を修得すること。（「情報・数量スキル」は、教育学部3クラス、工学部6クラス、農学部6クラス、医学部2クラス、地域資源創成学部1クラスの
計18クラスで開講している。）
　なお、令和4年度から、「情報・数量スキル」をすべての審査項目の内容を含む形で拡充させた「情報・データリテラシー（1年前学期、2単位）」
として再編し、「データサイエンス入門」についても応用基礎レベルに繋がる内容に発展させる。

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結び
ついている」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

開講状況

学部・学科によって、修了要件は相違しない

様式２

授業科目

データサイエンス入門

授業科目

授業科目



単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア
等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データ
サイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

全学開講

授業科目

情報・数量スキル

データサイエンス入門

開講状況

全学開講

開講状況授業科目

データサイエンス入門

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講情報・数量スキル

授業科目

授業科目

授業科目 授業科目



⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

選択項目

データサイエンス入門 4-1統計および数理基礎

データサイエンス入門

4‐6画像解析

4‐7データハンドリング

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

講義内容

「データサイエンス入門」
ビッグデータ(1,9,14,15回目)、IoT（9,13回目）、AI（1,9,10回目）、Society5.0(1回目)、データ駆動型社会（9,10回
目）、データを起点としたものの見方（2-8回目）、人間の知的活動とAIの関係（7回目）、技術革新（12回目）

「データサイエンス入門」
深層学習（1回目）、AI最新技術の活用例(1,8,10回目)、シェアリングエコノミー（10回目）

「データサイエンス入門」
調査データ（2,4,7,8,11,13‐15回目）、実験データ（3,6,12回目）、人の行動ログデータ（7‐9,13回目）、1次データ
（8回目）、機械稼働ログデータ（8回目）、データの作成（10回目）、非構造化データ（13回目）、半構造化デー
タ（14回目）

「データサイエンス入門」
マーケティング（1,7回目）、製造（１,13回目）、土木（1回目）、交通・物流（1回目）、生物・医療（1,14,15回目）、
画像（6回目）、福祉（11回目）、研究・開発（12回目）、情報サービス（13回目）、原因究明（7,8回目）、計画策
定（7,11回目）、仮説検証（7,15回目）、データ活用領域の広がり（9,10回目）

授業科目 選択項目 授業科目

データサイエンス入門 4‐2アルゴリズム基礎

データサイエンス入門 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

データサイエンス入門



1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

「情報・数量スキル」
データ表現  （教育学部1,3：7回目）（教育学部2：12回目）（医学科、看護学科：10回目）（工学部1：5,6回目）（工学部2：10,11,12回
目）（工学部3：13回目）（工学部4：10回目）（工学部5：10回目）（工学部6：12回目）（農学部1：12回目）（農学部2：12回目）（農学部
3：11回目）（農学部4：9,10回目）（農学部5：7,8回目）（農学部6：9回目）（地域資源創成学部：9回目）

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

「情報・数量スキル」
データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）   （教育学部1,3：7回目）（教育学部2：10回目）（医学科、看護学
科：10回目）（工学部1：5,6回目）（工学部2：7,8,9回目）（工学部3：8回目）（工学部4：9回目）（工学部5：9回目）（工学部6：13回目）
（農学部1：11回目）（農学部2：11回目）（農学部3：10回目）（農学部4：8回目）（農学部5：9回目）（農学部6：9回目）（地域資源創成
学部：7,8回目）

「情報・数量スキル」
データの集計  （教育学部1,3：8回目）（教育学部2：11回目）（医学科、看護学科：10回目）（工学部1：14、15回目）（工学部2：15回
目）（工学部3：11回目）（工学部4：14回目）（工学部5：14回目）（工学部6：14回目）（農学部1：13回目）（農学部2：13回目）(農学部3：
12回目）（農学部4：11回目）（農学部5：10回目）（農学部6：10回目）（地域資源創成学部：11回目）

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

「情報・数量スキル」　※本科目については、各学部のクラスごとに示す
データ倫理     （教育学部1、2、3：4回目）（医学部医学科：11回目）（医学部看護学科：15回目）（工学部1：4回目）（工学部2：3回目）（工学部3：5回
目）（工学部4：3回目）（工学部5：3回目）（工学部6：7回目）（農学部1：6回目）（農学部2：5回目）（農学部3：5回目）（農学部4：3回目）（農学部5：5回
目）（農学部6：3回目）（地域資源創成学部：6回目）
「データサイエンス入門」　個人情報保護、オプトアウト（5回目）、データ倫理（5回目）、AIサービスの責任論（5回目）、データバイアス（15回目）

「情報・数量スキル」
情報セキュリティ   （教育学部1、2、3：3回目）（医学科、看護学科：2回目）（工学部1：4回目）（工学部2：2回目）（工学部3：4回目）（工学部4：4回目）
（工学部5：5回目）（工学部6：6回目）（農学部1：5回目）（農学部2：4回目）（農学部3：4回目）（農学部4：4回目）（農学部5：4回目）（農学部6：3回目）
（地域資源創成学部：5回目）
「データサイエンス入門」　　匿名加工情報、暗号化、パスワード、悪意ある情報搾取（5回目）、情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介（5
回目）

「データサイエンス入門」
データサイエンスのサイクル（2-4,6,7回目）、データ解析と推論（8,10回目）、データ・AI利活用の事例(1,4,5,9-
15回目）

「データサイエンス入門」
データ解析（1,3,6,8,10,11-15回目）、映像処理（1回目）、強いAIと弱いAI（1回目）、データの可視化
（2,3,7,9,11-13回目）、特化型AI（5回目）、今のAIにできることできないこと（5回目）、シミュレーション（7回目）、
AIとビッグデータ（9回目）、データ利活用のための準備（14回目）

本教育プログラムを通して、「データを正しく読む能力」、「データを正確に説明できる能力」や「データを扱う上で留意すべき項目を理解する能
力」を身に付けるとともに、地域の問題、課題をデータから理解でき、どのように数理・データサイエンス・AIが活用可能か理解できるようにな
る。

https://www.miyazaki-u.ac.jp/miyazaki-mds/educationprogram/



①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

教育学部 120 480 0 0 0 0%

医学部 170 900 0 0 0 0%

工学部 370 1480 33 19 33 2%

農学部 285 1200 27 19 27 2%

地域資源創成学部 90 360 5 4 5 1%

（内訳）

「情報・数量スキル」

教育学部 120 480 130 128 127 125 125 122 128 127 126 125 128 127

医学部 170 900 171 170 172 172 173 173 169 169 168 168 168 168

工学部 370 1480 381 367 385 368 387 372 381 370 390 380 393 371

農学部 285 1200 294 291 296 290 289 289 286 282 286 282 281 280

地域資源創成学部 90 360 95 94 93 89 94 92 95 95 98 98 96 96

「データサイエンス入門」

教育学部 120 480 0 0

医学部 170 900 0 0

工学部 370 1480 33 19

農学部 285 1200 27 19

地域資源創成学部 90 360 5 4

合　計 1035 4420 65 42 65 1%

様式３

プログラムの履修者数等の実績について

令和３

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 履修者数
合計 履修率

※「情報・数量スキル」の令和2年度以前の人数は本教育プログラム実施以前

の数字で、参考までに記載しています。
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① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④ 履修者数・履修率の向上に向けた計画

令和３年度実績 1% 令和４年度予定 25% 令和５年度予定 50%

令和６年度予定 75% 令和７年度予定 100% 収容定員（名） 4,420

　令和3年度は、全学必修科目の「情報・数量スキル」と選択科目の「データサイエンス入
門」を受講することで、すべての審査項目を充足できる教育プログラムを実施した。しかし、
選択科目との組み合わせのため、履修者数・率ともに低いものとなった。
　そこで、令和4年度からは、上記2科目の内容を見直し、すべての審査項目の内容を含む
全学必修科目「情報・データリテラシー（1年前学期、2単位）」として再編・開講した。　この見
直しにより、基礎教育科目の必修科目として１年前期にすべての学部学生が受講するた
め、令和5年度には履修率が50％、令和7年度には4年制の教育課程については100％（6年
制の医学科・獣医学科は、令和9年度）となる計画である。

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

宮崎大学数理・データサイエンス部会細則

　この細則は、宮崎大学教育委員会規程第９条第２項に基づき、宮崎大学の「数理・データ
サイエンスを活かした地域産業人材の育成に向けたカリキュラム・教材の開発」事業（以下
「数理・データサイエンス事業」という。）の円滑な運営を図るために設置する、宮崎大学数
理・データサイエンス部会（以下「部会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定め
る。

統括　教育・学生担当副学長　新地　辰朗（理事）
部会長　秋山 博臣（教育学部）
副部会長　藤井 良宜（教育学部）
副部会長　槐島 芳徳（農学部、基礎教育WG長）
工学部　田村　宏樹（専門教育WG長）
医学部　澤口　　朗（基礎教育WG、専門教育WG）
工学部　山森 一人（基礎教育WG）
地域資源創成学部　西 和盛（基礎教育WG、専門教育WG）
教育学部　盛満 弥生（基礎教育WG）
工学部　髙橋 伸弥（専門教育WG）
農学部　山本 昭洋（専門教育WG）
情報基盤センター　青木 謙二（基礎教育WG、専門教育WG）
基礎教育部　野見山 将太（基礎教育WG、専門教育WG）

具体的な計画



⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

　令和3年度の段階で、全学必修科目の「情報・数量スキル」と選択科目の「データサイエン
ス入門」の2科目を受講すれば、希望する学生は全員受講ができる体制となっていた。しか
し、選択科目については、学生の所属する教育課程の時間割や科目との関係で、受講可能
であるが学生自身の受講の工夫（時間割の組み合わせ）が必要な場合もあった。
　そこで、上記④に記載したとおり、令和4年度からは、「情報・数量スキル」のすべての審査
項目の内容を必修科目「情報・データリテラシー」で受講できる体制を整えた。令和4年度か
らの体制により、学部・学科に関係なく学生全員が受講可能となっている。

　令和3年度は、必修科目「情報・数量スキル」と選択科目「データサイエンス入門」の2つを
受講する必要があった。そのため、これら2科目の単位取得が本プログラムの修了要件で
あることを、専用のホームページに掲載し、学生に周知を行った。また、必修科目の講義の
中で、発展的な学習を促し、選択科目「データサイエンス入門」の案内を積極的に行った。
　令和4年度の入学生からは、必修科目「情報・データリテラシー」の１科目の単位取得が本
プログラムの修了要件になる変更を、専用ホームページに明記・周知している。



⑦ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧

　本学では、「学習環境の提供と支援」ならびに「LMSを活用した学習支援」による体制で学
生の履修をサポートしている。
学習環境の提供と支援
全学生にノートPCを必携化し、学習に必要なオフィスソフト（マイクロソフト社）とウィルス対
策ソフト（ESET社）を大学が包括契約し、学生が経済的負担無く利用できる環境を提供して
いる。
LMSを活用した学習支援
LMSとしてWebClassを導入し、出席管理、教材配布、課題の提出、メッセージの送受信、テ
スト／アンケートの実施等の管理を行っている。必修科目「情報・数量スキル」では、40～50
人のクラスサイズで、各クラスに教員1～複数名とTA（ティーチング・アシスタント）2名を配置
し、主に対面での授業の中で個別サポートを行った。選択科目「データサイエンス入門」で
は、学生が理解度に応じて繰り返し学習できるよう、15回の講義をオンデマンドで提供した。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

　オンデマンド授業であるデータサイエンス入門では、授業配信システムを活用し、各受講
生のコンテンツ視聴履歴や視聴後のレポートへの回答状況を確認し、学習が遅れている学
生に対して指導を行うとともに、LMSのメッセージ機能により学生からの質問に対応してい
る。対面授業が中心の「情報・数量スキル」では、各担当教員とTAで授業時間内での質問
に対応するほか、時間外の質問等にはLMSのメッセージ機能を利用して対応している。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式５

① 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

　「データサイエンス入門」の授業の前後に実施したアンケートから、データサイエンスに関する知識について、
授業前の知識があるという回答19％に対して、授業後は知識が得られたという回答が94％となった。データサ
イエンスに対する興味については、興味があるという回答が、授業前の69％から授業後は94％に上昇した。
データサイエンスが自身の専門分野と関係するかについては，授業前の78％から授業後の94％というように、
多くの学生がデータサイエンスに興味・関心を持っている様子がうかがえる。これらのアンケート結果を分析す
ることによって、学生の理解度を把握し、本教育プログラムの評価・改善に活用する。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

　オンデマンド授業である「データサイエンス入門」では、授業配信システムを活用し、各受講生のコンテンツ視
聴履歴や視聴後の小テスト・レポートへの回答状況を把握するとともに、LMSにより学生からの質問に対応して
いる。「情報・数量スキル」においては、対面の授業の中で、担当教員が履修状況とLMS等をとおして課題の提
出状況を確認している。TAが各学生の状況に応じた個別の支援を行っている。
　これらの情報を数理・データサイエンス部会で共有し、本教育プログラムの実施状況や学修成果について自
己点検を行うとともに、これらの自己点検活動を全学教育質保証・向上委員会が統括する体制を整えている。



学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

　本教育プログラム受講者全員に対して授業アンケートを実施しており、数理・データサイエンス部会において
学生の理解度を分析している。身についた知識・能力に関する質問に対して、モデルカリキュラム（リテラシー
レベル）の導入・基礎・心得の各内容について、肯定的な回答であった。
　数理・データサイエンス部会と授業担当者が教育プログラムの履修・修得状況、学生アンケートを確認・分析
し、全学対象のFD研修会において報告を行い、授業改善に向けた取り組みを行っている。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

　受講生に対する授業アンケートにおいて、「データサイエンス入門」を受講した学生の88％が、「自分と関わり
のある分野、関わりのない分野、さまざまな場面でデータサイエンスが利用されていると学び、重要性を感じる
ことができた。」等と、満足・やや満足と回答しており、受講生の56％が、実データを利用した分析やプログラミ
ングの実習等の、より発展的な内容の授業を希望する結果であった。これらのアンケート結果を、本教育プロ
グラムの専用のホームページにおいて公開し、講義受講の推奨に活用している。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

　「情報・数量スキル」は必修科目であるため、全学部の1年生全員が履修することとなっている。しかし、「デー
タサイエンス入門」については、新設の選択科目であったことから、令和3年度の修了者数42名にとどまった。
そこで、令和4年度から、「データサイエンス入門」で取り扱ってきたリテラシーレベルの導入部分を「情報・数量
スキル」に組み入れて、新しく「情報・データリテラシー」として再編・開講することで、全学部の1年生がリテラ
シーレベルの内容を履修することができる形に変更した。このことにより、年次進行で履修者数が増加し、令和
7年度には、6年制の医学科・獣医学科の5、6年生を除き、全学部生が履修することとなる。



学外からの視点

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

　本教育プログラムの修了者はまだいないが、今後，定期的に実施している「就職先等調査」や「卒業生・修了
生調査」において、当該科目を修了した卒業生の進路先や活躍状況を把握することが可能である。また、コン
テンツ作成に協力してもらった企業・自治体からの評価を教育プログラムの改善に活用する予定である。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

　コンテンツ作成前に県域内における産業界の意見を教育に反映させる目的で地域へのニーズ調査を行い、
現在では必要としていないが将来的に必要と感じるという回答やより実践的な教育を望むという回答があり、コ
ンテンツ作成の参考とした。また、コンテンツの作成に協力してもらった企業・自治体及び本学が毎年実施して
いるシンポジウムに参加している企業に対してアンケートを実施し、教育プログラムの講義内容及び実データ
を活用した演習等の手法について意見を収集するとともに、数理・データサイエンス部会においてプログラムの
改善に活用する。



②自己点検・評価体制における意見等を公表しているアドレス

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

　「データサイエンス入門」では、大学・企業・自治体の事例を紹介し、関連するデータサイエンス・AI教育の内
容を解説する構成で統計の専門家が全体を統括し、内容・水準を確認した上で授業コンテンツ化している。こ
れらを授業配信システムによりオンデマンド教材として学生に配信し、学生の理解度に応じて繰り返し視聴が
可能な環境を提供している。
　数理・データサイエンス部会において、学生アンケート及び関連企業からの意見を参考に、学生の「分かりや
すさ」の観点からコンテンツの内容・実施方法の見直しを検討している。

https://www.miyazaki-u.ac.jp/miyazaki-mds/wp_2021/wp-content/themes/miyazaki_mds_theme/dist/pdf/AI-education-program.pdf

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

　「データサイエンス入門」では、モデルカリキュラム（リテラシーレベル）の導入と心得の部分に準じた内容を主
に展開し、時事やトレンドなど社会での実例をもとに、データサイエンス・AI等が大学の研究や企業・自治体の
現場でどのような活用をされているかを中心に、学生に興味・関心持たせ，学ぶことの意義を理解させる講義
内容としている。「情報・数量スキル」では、モデルカリキュラム（リテラシーレベル）の基礎の内容について、各
自のPCで表計算ソフトを利用して、データのグラフによる可視化、基礎統計量の計算を行うほか、地域のデー
タを利用して分析を行うなど、実際に手を動かして学ぶことに重点を置いている。



① 授業内容

様式６

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）プラス　申請書

　令和3年度は、「情報・数量スキル」と「データサイエンス入門」でリテラシーレベルの内容を
網羅する形を取っていたが、令和4年度からは、心得や基礎の部分が中心であった「情報・
数量スキル」の内容に、「データサイエンス入門」の導入の内容を組み込んで、リテラシーレ
ベルのすべての審査項目の内容を含む「情報・データリテラシー」として再編して開講してい
る。「情報・データリテラシー」は、基礎教育の必修科目として１年前期にすべての学部学生
が受講するため、履修率は、令和5年度に50％、令和7年度には100%となる計画である（6年
制の医学科・獣医学科を除く）。
これまでの取組みと実績（令和3年度分含む）は以下の通りである。

○分かりやすさの重視
学生の専門性を網羅した講義内容の提供：学生がデータサイエンスに対する興味を持ち、
また内容が分かりやすくなるよう、本学の各学部をはじめ学外の研究機関の研究や企業・
自治体において用いられた具体的な実例を取り上げ、その中で関係するデータサイエンス・
AIの内容について統計の専門家が解説する動画コンテンツを提供した。「情報・データリテ
ラシー」では、「情報・数量スキル」で取り扱っていた基礎や心得の部分に加えて、これらの
コンテンツを学生の興味関心に合わせて活用することで、リテラシーレベルのすべての内容
を網羅するように授業が構成されている。
学生の自己学習の支援：学生が理解度に応じて、繰り返し学習できる講義のオンデマンド
配信も行った。必携化PCを活用し、学習内容の自己確認が行えるようにし、実習や演習の
機会を充実させるとともに、TAを配置し学生の習熟度に応じた指導を行った。

○学習意欲が高まる内容
身近な地域のデータの活用：「情報・数量スキル（令和3年度まで）」、「情報・データリテラ
シー（令和4年度より）」では、地域のデータを利用した演習を取り入れている。例えば、行政
の公開データ（みやざき統計BOX等）を通して、学生が分析によって見いだした地域の課題
をプレゼンテーションする等の機会を提供し、学生自身が地域に関心を持ち、地域の課題
に挑戦している。なお、「情報・データリテラシー」においては、データサイエンス・AIの全体
像を把握できるコンテンツを拡充している。

○学生の習熟度や専門性を踏まえた内容や授業選択
発展・連携科目の開講：「情報・数量スキル（令和3年度まで）」、「情報・データリテラシー（令
和4年度より）」の履修後に発展的な学習ができるよう、「データサイエンス入門」に加えて、
令和4年度より「データサイエンス応用」、「データサイエンス分析実践」、「機械と生活の中
のトライポリー(1)－数理－」を開講した。また、各学部の専門と連携し、統計学（医学・農学・
地域資源創成学部）、線形代数学（工学部）を開講している。
学修スキルの実践：学生が学んだ知識やスキルを応用・実践する場として、アンケートデー
タを学生たちが自ら分析し、その結果をプレゼンするデータサイエンスコンペティションを実
施している（令和3年度は、宮崎県の選挙管理委員会と連携して、アンケートで得られた
データを分析し投票率の向上に繋がる課題とその解決策を提言した。令和4年度は、宮崎
市と連携したコンペティションを予定している）。

○教材・技術等の公開・展開
コンテンツの公開と提供：令和4年度より、「データサイエンス入門」を連携大学（「高等教育
コンソーシアムみやざき」の加盟機関）との単位互換科目とし、また「データサイエンス入門」
用に制作した動画コンテンツを県内の希望する大学に提供している。さらに、文部科学省の
「WWL(ワールド・ワイド・ラーニング)コンソーシアム構築支援事業」の拠点校である高等学
校（宮崎大宮高校）へも、教材としてコンテンツを提供予定である。



② 学生への学習支援

本プログラムでは、以下の独自の学習支援を実施している。

○学習環境の整備
 本学はICTを用いた学習環境を整えている。全学生にノートPCを必携化し、必要なオフィス
ソフト（マイクロソフト社）とウィルス対策ソフト（ESET社）を大学で包括契約することにより、
学生は経済的負担無く利用できる。また、VPNを含む学内のネットワーク環境（有線・無線）
を整備し、安全にネットワーク利用できる環境も整備済みである。学生への対応は、ネット
ワーク関連を情報基盤センターが、学習支援システム（LMS）関連を教育・学生支援セン
ターが担当し、チャットボットによる支援も行っている。また、生協において、新入生に対する
PCのセットアップ講習会の実施、パソコン教室の開講等の支援を行っている。

○学習支援システムの構築
 LMSとして、WebClassを導入し、シラバス作成、出席管理、教材配布、課題の提出、メッ
セージの送受信、テストやアンケートの実施等の管理を行っている。オンデマンド授業であ
る「データサイエンス入門」では、授業配信システムを活用し、各受講生のコンテンツ視聴履
歴や視聴後のレポートへの回答状況を確認し、学習が遅れている学生に対して指導を行う
とともに、LMSにより学生からの質問に対応している。

○TAとしての指導
 必修科目である「情報・数量スキル」、「情報・データリテラシー」では、1クラス40～50人につ
き、教員1～複数名に加えてTA2名を配置して、学生の学習支援にあたっている。これは、
学生によってPCの習熟度に違いがあるため、演習課題の進捗状況に応じて、TAが教員の
補助として個別対応を行うものである。このようなTAの活用は、学生への学習支援を充実さ
せるだけでなく、TA自身にとっても、自らの知識を再認識し理解を深め、コミュニケーション
能力・リーダーシップ・責任感・倫理観の涵養を図るなど、さまざまな教育効果が期待でき
る。

〇補完的な教育の実施
正課における実施：授業の中でアンケートをとり、そのデータを用いて分析を行い、分析結
果をプレゼンする「データサイエンスコンペティション（地元自治体と連携したコンテスト）」を
実施している。令和3年度は、宮崎県の選挙管理委員会と連携して、学生を対象に「選挙に
関する意識調査アンケート」を実施、アンケートで得られたデータを分析し投票率の向上に
繋がる課題とその解決策を提言した。
正課外の連携活動：本学には、学生の企画力、表現力、実践力向上を目的として、独自に
実施してきた教育事業「とっても元気！宮大チャレンジ・プログラム」（2005年から）や「宮崎
大学ビジネスプ ランコンテスト」（2017年から）がある。これまでも、学部を超えて編成された
多くの学生チームが参加し、学生のICTを活用した企画が、キャンパスベンチャーグランプリ
全国大会で文部科学大臣賞を受賞するなどの実績がある。令和3年度からは、これらの事
業を、数理・データサイエンス・AIに関係する授業で学んだ知識や技術を活用し、問題解決
を企画・提案する機会として連携づけを行った。

○学習成果の可視化等の導入
学習カルテの活用：本学学生・教員は、履修システムを利用し、受講生の単位、GPA、成績
の推移等の履修状況や学習成果を視覚的に確認することができる。教員は、当該システム
により、不断に各自の授業の成果と問題点を整理し、その改善を進める。また、本学学生に
は、ディプロマサプリメントを発行し、学生の学習成果を証明し、就職活動などのサポートを
行う。



③ その他の取組（地域連携、産業界との連携、海外の大学等との連携等）

本プログラムでは、以下のような外部連携を実施している。

○地域との連携
高等教育機関との連携：令和4年度から、「データサイエンス入門」のコンテンツを県内の連
携大学（高等教育コンソーシアムみやざき）の単位互換科目に取り入れ、県域内の高等教
育機関に所属する学生の受講が可能となるとともに県内の大学へのコンテンツ教材の提供
や講師派遣といった教育連携・サポートを実施する。
高大の連携：文部科学省の「WWL(ワールド・ワイド・ラーニング)コンソーシアム構築支援事
業」の拠点校である高等学校（宮崎大宮高校）への本学のコンテンツ教材を提供予定であ
る。また、本学教員（工学部）が高校生を対象とした「総合的な探究の時間」の研究指導を
実施する中で、アプリ開発など数理・データサイエンス技術の指導を行っている。
自治体連携：令和3年度に、宮崎県選挙管理委員会と連携し「若者の選挙への関心」 を
テーマに、本学学生を対象に実施した「選挙に関する意識調査アンケート」のデータを分析
し、投票率の向上に繋がる課題とその解決策を検討するコンペティションを実施した。令和4
年度は、宮崎市と連携したコンペティションを計画している。

○産業界との連携
 定期的に企業フォーラムを開催し、学生に「数理・データサイエンス、AI、DXが企業でどう生
かされているか、企業はこれらに何を求めているのか」を紹介する場を設けている。令和3
年度は年2回の開催であったが、令和4年度はイベント開催回数（共催を含む）を10回に増
やす計画である。また、数理・データサイエンス・AI教育に対する県内の産業界の意見や
ニーズについて調査を実施し、その結果をコンテンツ作成に反映させ、学生の進路選択や
キャリア形成との連携を図っている。

○海外の大学との連携
ICT技術者養成支援：本学では、バングラデシュの協定校と連携して現地で日本語指導を
行う履修証明プログラム「外国人ICT技術者人材育成プログラム（B-JET） Basic Course」を
令和3年10月より開講している。講義は、コロナ禍のため完全オンライン学習（ZOOM、
Googleクラウド、遠隔教材）であった。そのため、協定校がある首都ダッカだけでなくバング
ラデシュ全土から受講可能となり学習提供の機会が増加した。令和3年度末に29名がプロ
グラムを修了し、コロナ禍ながら日本企業への就職内定率は52%（15名うち宮崎が8名）と高
い水準を維持することができている。

○その他の取組
正課外の連携活動：本学には、学生の企画力、表現力、実践力向上を目的として、独自に
実施してきた教育事業「とっても元気！宮大チャレンジ・プログラム」（2005年から）や「宮崎
大学ビジネスプランコンテスト」（2017年から）がある。これまでも、学部を超えて編成された
多くの学生チームが参加し、学生がICTを活用した企画が、キャンパスベンチャーグランプリ
全国大会で文部科学大臣賞を受賞するなどの実績がある。令和3年度からは、これらの事
業を、数理・データサイエンス・AIに関係する授業で学んだ知識や技術を活用し、問題解決
を企画・提案する機会として連携づけを行った。
数理データサイエンスセンターの設置：本学では、データサイエンス教育を体系的に整理し
強化・実践していくため、専任の教授を配置した数理データサイエンスセンターを設置予定
である。



取組概要：宮崎大学データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシー）

データサイエンス入門（選択）２単位

●リテラシーレベルのモデルカリキュラムの“導入”、“基礎” 及び “心得” に
準拠した基礎教育科目「情報・数量スキル」（1年生全員：1,035名)、「データサ
イエンス入門」（選択科目）（令和3年度より開講）の2科目による教育プログラ
ムを令和3年度より実施

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

宮崎大学独自の授業配信システムを活用

数理・データサイエンス
コンペティション開催

【データ・AIによって、社会および日常生活が大きく変
化していることを理解する能力】
・研究や社会で数理・データサイエンス・AIがどのように活用さ
れているかを理解できる能力を修得
・数理・データサイエンス・AI領域と自身との関わりについて理
解できる能力を修得

宮崎大学の全５学部１年生が対象

情報・数量スキル（必修）２単位

宮崎大学全４学部の専門教員及
び、地元の専門家から文系理系
の学生双方が関連性を感じ、興
味を持てるコンテンツを準備

受講しやすい環境
コンテンツ後に補完的
な振り返り動画を提供し、
理解を深められるよう工夫

▶
▶

「情報・数量スキル」と「データサイエンス入門」の両方の単位を取得（合計４単位）

【データの比較対象を正しく設定し、数字を比べる
ことができる能力】
・統計学の初歩的な技能（基礎統計量、初歩的検定の意
味等）を理解し、分析に活用することができる能力を修得

【適切な可視化手法を選択し、他者にデータを説
明できる能力】
・情報、数量の意味する内容（できれば地域資料）につい
て、適切な表やグラフで提示できる能力を修得

【個人のデータを守るために留意すべき事項を理
解する能力】
・情報セキュリティ・情報倫理について基礎知識を持ち、そ
れに基づいて行動できる能力を修得

修了要件

県内大学・高校への提供により県内のリテラシー教育に貢献

【プログラムの目的・人材養成像】

地域の問題、課題をデータから理解でき、どのように数理・データサイエンス・AIが活用可能か
理解できる人材を養成

５０名程度のクラスサイズで複数の教員、TAで、
理解度に合わせた個別サポートを実施
▶

「情報・数量スキル」で行っている学生
アンケートデータから、どのような結果
が導き出せるのか、学生チームによる
数理・データサイエンス・AIの技術を用
いた解析結果のコンペティションを行
い、ポスター発表会を開催している。

▶数理・データサイエンス・AIを「学
ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」の理
解を深める場を提供

＋

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム九州・沖縄ブロック
の連携校として、宮崎大学数理データサイエンス部会（専任教員1名＋兼
任教員11名、統括副学長1名）にて運営

応用・実践

応用基礎レベルの
教育

リテラシーの教育
基礎教育科目2科目を全学部対象として実施

基礎教育科目（R4年度 3科目）＋学部専門科目で実施

＊R4から全学部学生必修科目１科目に移行

・宮崎大学ビジネスプランコンテスト 2017年から

・とっても元気！宮大チャレンジ・プログラム 2005年から

【宮崎大学における数理・データサイエンス・AI教育体系】

1年次

1年次-3年次

卒業研究や専門科目

正課における取組 正課外の特色ある取組

【実施体制】

全学生を対象とした応募型プログラムと連携

●令和4年度から、2科目を統合した新設必修科目「情報・データリテラシー」に
よる、全1年生が100％履修する教育プログラム（1科目2単位）に移行

*R4から「情報・データリテラシー」2単位に移行



基礎教育科目１科目を全学部1年生必修として実施

リテラシーレベル モデルカリキュラム 令和３年度実施 令和４年度以降実施

導入1-1, 1-6   

導入1-2, 1-3

導入1-4，1-5

心得 3-1,  3-2

基礎2-1, 2-2, 2-3

R4年度以降の宮崎大学データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシー）

情報・数量スキル
（必修）

1年生前期 1年生後期

データサイエンス
入門（選択）

リ
テ
ラ
シ
ー

R3年度数理データサイエンス・AI教育プログラム
（リテラシー）

情報・データ
リテラシー（必修）

1年生前期 1年生後期

データサイエン
ス入門（選択）

リ
テ
ラ
シ
ー

２年生

機械と生活の中のトライボ
ロジー（１） -数理-

応
用
基
礎

データサイエンス分析実践

データサイエンス応用

２科目でリテラシーレベルモデルカリキュラムを教育

1科目でリテラシーレベルモデルカリキュラム
を教育できる専用科目に変更

情報・データ
リテラシー

（必修）

情報・数量スキル
（必修）

データサイエンス
入門（選択）

データサイエンス
入門（選択）

データサイエンス
入門（選択）

●令和3年度基礎教育科目（全学生が受講対象）にて「データサイエンス
入門」（選択）を新設し、リテラシーレベルの“導入”及び“心得”のカリキュ
ラム内容を実施した。令和4年度からは、「情報・数量スキル」をベースに
「データサイエンス入門」を組合せた、全学1年生必修科目「情報・データ
リテラシー」にて、リテラシーレベルの教育を行うように移行し、応用基礎
に繋げる教育プログラムに再構築した。

情報・数量スキル
（必修）

データサイエンス
入門（選択）

R4年度数理データサイエンス・AI教育プログラム
（リテラシー） ＆ （応用基礎）

▶ ▶「データサイエンス入門」をオンデマンドで実施 「データサイエンス入門」（旧）の導入、心得
を新科目「情報・データリテラシー」で実施

モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

▶

▶

▶ 「データサイエンス入門」を応用基礎へ
繋げる選択科目として再構築

教育、農学、医学、工学、
獣医、地域資源創成など
宮崎大学全学の先生から
コンテンツを作成

受講しやすい環境
各コンテンツ後に補完的
な振り返り動画を提供

県内の他大学、高校へ提供開始

動画配信システムの活用

▶
▶

50名程度
のクラスサ
イズで複数
名の教員、
TAで理解
度に合わ
せた指導を
実施

対面授業

応用・実践

応用基礎レベルの
教育

リテラシーの教育

基礎教育科目（R4年度3科目）＋学部専門科目で実施

・宮崎大学ビジネスプランコンテスト 2017年から

・とっても元気！宮大チャレンジ・プログラム 2005年から

受講しやすいオンデマンド型「データサイエンス入門」
をリテラシーと応用基礎をつなぐ科目として提供

正課 における取組

卒業研究や専門科目

正課外 における取組



宮崎大学データサイエンス・AI教育 普及・強化活動

令和3年度のコンペティションでは、
社会問題として若者の政治離れが
取り上げられていることを背景に「若
者の選挙への関心」を題材に取りあ
げ、本学学生対象に今年度７月「選
挙に関する意識調査アンケート」を
実施しました。回収された1,391件の
アンケート結果を分析に使用。
※宮崎県選挙管理委員会「若者の政治意識LINEア
ンケート」を一部変更しアンケートを作成

文部科学省「地域との共同による高
等学校教育改革推進事業」指定校の
宮崎県立宮崎南高等学校は、「産学
官連携による人の地域循環教育プロ
グラムの研究開発」の事業を 2019 
年度から宮崎大学とともに開始して
いる。高校 2 年生へ「総合的な探究
の時間」の研究指導を実施している
が、工学部の教員がアプリ開発など
数理データサイエンス技術に関して
の指導を実施している。

「数理・データサイエンス・AI教育強化」事業
データサイエンスコンペティション

当日は学内のみの観覧制限の下、 5組13名の学生が参加し、宮崎県選
挙管理委員会の方、本学教員によりポスターセッション形式でコンペティ
ションの発表および審査を行いました。身近で、かつ学生自身がかかわ
ったデータを数理・データサイエンスの教育成果を生かして解析する体
験をコンペティション形式で行うことで、より興味を持ってもらうことができ
たと考えている。

高大連携活動
「総合的な探究の時間」等における課題研究指導

右の図は高校生が考えた製作した観
光Webアプリ「宮崎を救う神話アプリケ
ーション」である。

「データサイエンス入門」 オンデマンド配信

令和3年度から本学で実施してい
る「データサイエンス入門」は、授
業配信システムを活用した、学生
が受講しやすい完全オンデマンド
型の講義コンテンツである。

教育、農学、医学、工学、獣医、地
域資源創成など宮崎大学全学の
分野が異なる教員と地域の専門
家が、それぞれの分野での数理・
データサイエンス教育の重要性、
可能性を講義したコンテンツを作
成し、各コンテンツ後に数理データ
サイエンスを専門とする教員が補
完的な振り返り動画を加えるなど
、理解度を高める工夫をしている。

令和4年度より、高等教育コンソーシアムみやざきの単位互換科目にこの科目を
取り入れ、県域内高等教育機関に所属する学生は講義を受講可能

宮崎県にある南九州大学においては令和4年度に自大学内での科目において、
本科目の講義コンテンツを利用

数理・データサイエンス教育拡充のため、宮崎県にある九州保健福祉大学より要
請があり、本学教員が本コンテンツ等を活用して、令和4年度から講義実施に協力

地元高校におけるWorldWideLearning事業の高大連携における先取り授業にお
いて、本科目のコンテンツを令和4年度より提供

特別企業フォーラム開催

宮崎大学工学部紀要より

定期的に企業フォーラムを開催し
、数理データサイエンス、AI、DXを
トピックとした企業でどう生かされ
ているのか、企業が求めている実
態を学生に紹介する場を設けて
いる。


